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OECD の産業連関表の中に入れていく日本のデータとしては 5 年に 1 回の産業連関表では






済研究所の猪俣さんです。日本ではまず IOT を作ってそこから SUT を作るという体制にな
っていて、素晴らしい商品×商品の IOT ができていますと主張されたのですが、この主張を
するのは日本だけであって、欧米主要国は全て上から下へという方向でやっているので、








































































このような議論も国際的になされております。ある意味 IO から SUT に移行するというの
も、結局は事業所から統計を取るのが難しく、企業単位でしか取れないという現実に対応
した面もあり、そのような現実に対応した面と異質性を考えていく面の両方から、事業所
から企業への重要性の意向がある程度なされていくのではないかと考えています。以上で
私の発表は終わります。 
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